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表紙の写真1
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ブロシアン銅鉱秋田県目三市鉱山産

(地質調査所標本M140)

ブ目シアン銅鉱(水臆磐すいたんぱんbrochanite)はCu4(S04)

(OH)6(Cu070.3%S0417.7%H2012.O%)の化学組成を有する

斜方晶系の鉱物である.針状柱状結晶の集合又は皮殻状腎臓

状をだして塊として産出する.蟹開は(010)に完全.硬度3.5～4

比重3.9エメラルド緑色～褐緑色淡緑亀を呈する｡フランスの鉱

物学著A.J.M.Brochantに因んで命名された.

この鉱物は乾燥地域の銅鉱床の酸化帯に二次鉱物として産出するもの

である･日本では銅鉱床の最上部地表に近いとろに･稀れに発見され

る.現在のように鉱山の開発が進み採掘終了したものが多くなった

日本ではブロシアン銅鉱のような鉱物は今後発見される望みの極めて少

ない貴重な鉱物と云えよう.

写真の結晶は長さ1～2mm.(文岡野武夫写真正井義郎)

(目玉市鉱山については後月述べる)�


